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Ⅰ. 総括研究年度終了報告 

薬剤師が担う医療機関と薬局間の連携手法の検討とアウトカムの評価研究 

研究代表者  安原 眞人 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 教授  

 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究要旨 

医薬分業が普及し、がん外来化学療法における抗がん薬や支持療法薬が院外処方とな

り、薬局で服薬指導を行う場合が非常に多くなっているが、治療医療機関と薬局の連携に

ついてはまだ十分とはいえない。近年、提唱されている「プロトコールに基づく薬物治療

管理」（PBPM）は、医療機関と薬局の連携にも効果的な枠組みである。本研究では、PBPM

をがん外来化学療法に適用するための標準手順を確立し、その効果を検証するとともに、

普及のための人材養成を目指した。研究初年度は、PBPM による経口抗がん薬治療管理の効

果を実証する調査の研究プロトコールを完成し、患者登録を開始するとともに、PBPM によ

る経口抗がん薬治療管理を担う薬剤師の教育用資材として DVD を作製した。 
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